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飯舘村長泥地区の農地造成に利用が計画されている土壌に
おける作物の生育および放射性セシウムの移行性の解析
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【要　約】　東京電力福島第一原子力発電所の事故で飛散した放射性セシウムの地表への沈着量が比較的多
かった地域では、表土剥ぎ取り等の除染が実施された。環境省は、除染により生じた除去土壌を飯舘村長
泥地区で再生資材化し、再生資材の上層に覆土材を深さ50 cm以上盛土し、農地造成する計画を進めてい
る。本研究では、①覆土材と再生資材の特性と、②これら資材における作物生育と放射性セシウムの移行
性を解明することを目的とし、3つの栽培試験を行った。その結果、覆土材の肥沃度は低かったが、有機
物の施用や増肥により作物生育は改善された。再生資材は、採取地域により土壌の特性が異なったが、交
換性カリ含量を高めることで作物への放射性セシウムの移行を低減できることが示された。造成農地を模
した2層構造モデル試験では、作物の根が表層50 cmの覆土材を超えて再生資材に到達する場合があるが、
施肥で覆土材の交換性カリ含量を高めることで、下層の再生資材からの放射性セシウムの経根吸収を低減
できる可能性があることが示唆された。また、造成農地と同様に土壌の締固めを行った場合、行わなかっ
た場合と比較して、作物への放射性セシウムの移行は低減された。
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